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2-2家庭の利用機器とIP通信サービス

□□ インターネット白書2005 □□

IP映像配信サービスに対する認知状況は、「内容までよく知っている」と回答した人は8.8％、「どのようなものか

ある程度知っている」は34.3％で、ある程度内容まで認知している人が約4割となっている。光ファイバー利用

者の内容認知者は50.6％とわずかだが半数を超えており、やや認知率が高いことがわかる。

IP映像配信サービスの認知は約4割、光ファイバー利用者はさらに高め
資料2-2-21　IP映像配信サービスの認知度［全体と接続回線別］

内容までよく知っている 

どのようなものか 
ある程度知っている 

名前は聞いたことがある 

全く知らない 

0 20 40 60 80 100％ 

ダイヤルアップ接続 
 

 N=100
（ISDN／アナログモデム） 

CATV 
N=500

ADSLまたはxDSL 
N=500

N=500
光ファイバー（FTTH） 

全体 
N=1,600 34.3％ 8.8％ 36.8％ 20.3％ 

38.8％ 11.8％ 32.0％ 17.4％ 

30.4％ 8.6％ 36.0％ 25.0％ 

34.4％ 6.6％ 41.0％ 18.0％ 

30.0％ 5.0 
％ 

43.0％ 22.0％ 
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家庭の利用機器とIP通信サービス
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IP映像配信サービスの非契約者の約6割が利用意向を持つ結果となった。「時期はわからないが利用したい」と回

答した人が過半数の55.2％で最も多く、サービス導入には少し時間が必要と思われるが、将来的な市場は大きい

ことが予測される。

IP映像配信サービスは約6割が利用意向あり
資料2-2-22　IP映像配信非利用者の利用意向［全体と接続回線別］

3か月以内に利用する予定 

6か月以内に利用する予定 

1年以内に利用する予定 

時期はわからないが利用したい 

利用しない／利用したくない 

無回答 
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ダイヤルアップ接続 
 

 N=100
（ISDN／アナログモデム） 

CATV 
N=373

ADSLまたはxDSL 
N=483

N=481
光ファイバー（FTTH） 

全体 
N=1,437 55.2％ 

0.4％ 

1.0％ 

38.4％ 4.3 
％ 

58.4％ 34.1％ 5.2％ 

55.5％ 40.4％ 

50.7％ 41.8％ 6.7％ 

55.0％ 37.0％ 3.0 
％ 

0.7％ 

0.6％ 

1.2％ 
0.4％ 

1.0％ 

3.0 
％ 

1.0％ 

0.5％ 

0.3％ 
0.0％ 

1.4％ 

0.8％ 1.9％ 
0.0％ 
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2-2家庭の利用機器とIP通信サービス

□□ インターネット白書2005 □□

現状の満足とコスト意識がIP映像配信サービスの阻害要因
資料2-2-23　IP映像配信サービスの非利用理由［全体と接続回線別］

全体 
N=552

光ファイバー（FTTH） 
N=164

ADSLまたはxDSL  
N=195

CATV  
N=156
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特に理由はない 

その他 

申し込みが手間が 
かかりそうだから 

機材（セットトップボックス）を 
置くのが面倒だから 

 

サービス内容が理解できないから 

有料だから 

今のテレビで十分だから 

ダイヤルアップ接続 
 
N=37
（ISDN／アナログモデム） 
 

56.5％ 

58.5％ 

57.4％ 

53.8％ 

54.1％ 

50.5％ 

56.1％ 

50.3％ 

46.8％ 

43.2％ 

16.1％ 

15.2％ 

14.4％ 

17.3％ 

24.3％ 

12.1％ 

17.1％ 

9.7％ 

9.6％ 

13.5％ 

8.2％ 

3.7％ 

11.3％ 

7.7％ 

13.5％ 

2.7％ 

3.0％ 

3.1％ 

1.3％ 

5.4％ 

14.5％ 

9.8％ 

15.4％ 

18.6％ 

13.5％ 

IP映像配信
（多チャンネル放送やビデオオンデマンド）

IP映像配信サービスの非利用意向者にその理由を聞いたところ、「今のテレビで十分だから」と回答した人が

56.5％、次いで「有料だから」と回答した人が50.5％で、これらが2大阻害要因となっている。そもそもテレビ

視聴に対してそれほど積極的でないといった姿勢や、テレビは無料で見るものといった意識が背景にあるものと思

われる。
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利用したいサービスのトップはレンタルビデオ代わりの映画配信
資料2-2-24　今後IP映像配信で利用したいコンテンツ［全体と接続回線別］

全体 
N=1,025

光ファイバー（FTTH） 
N=331

ADSLまたはxDSL  
N=298

CATV  
N=333

ダイヤルアップ接続 
 
N=63
（ISDN／アナログモデム） 
 

0 20 40 60 80％ 

わからない 

その他 

双方向性のある 
テレビショッピング 

アダルト 

双方向性のある 
eラーニング 

地域性の高い情報番組 

専門性、趣味性の高い 
ニッチな情報番組 

海外ドラマ、海外番組 

スポーツ中継 

既存のテレビ局で 
過去に放送された 

テレビ番組の再視聴 

レンタルビデオの 
代わりとしての映画 

68.7％ 
72.8％ 

69.8％ 
64.6％ 
63.5％ 

49.8％ 
50.8％ 
50.7％ 
49.8％ 

39.7％ 

34.6％ 
34.4％ 
34.2％ 
37.2％ 

23.8％ 

31.2％ 
30.5％ 
31.9％ 
31.2％ 
31.7％ 

26.4％ 
28.4％ 

26.5％ 
25.5％ 

20.6％ 

15.7％ 
16.9％ 

14.4％ 
15.3％ 
17.5％ 

12.9％ 
14.5％ 
13.1％ 

11.1％ 
12.7％ 

10.0％ 
11.8％ 

8.4％ 
9.3％ 
11.1％ 

9.5％ 
9.7％ 
8.4％ 
10.2％ 
9.5％ 

2.8％ 
1.8％ 
3.0％ 
3.6％ 
3.2％ 

10.0％ 
7.9％ 
8.4％ 

12.6％ 
14.3％ 

©impress,2005IP映像配信サービスの利用者および利用意向者に利用したいサービスを聞いたところ、「レンタルビデオの代わり

としての映画」と回答した人が68.7％と最も多かった。今後、IP映像配信サービスがレンタルビデオ店に代替さ

れることが予測される。また、「既存のテレビ局で過去に放送されたテレビ番組の再視聴」も49.8％と約半数の

人が回答しており、今後著作権問題が解決されれば、過去のテレビ番組は利益率の高い商品になるものと思われる。

IP映像配信
（多チャンネル放送やビデオオンデマンド）
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